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論文内容の要旨

論文題目 供犠と文学

" ジ ョ ル ジ ュ
･ バ タイ ユ における供犠の概念 とその実践 -

氏 名 福島 勲

A . ア
- ウ イ ン は ｢ ′ヾタイ ユ の著作の中で ､ 供犠は遍在するモ チ

ー

フ で あり､ 宗教､
芸術

､

ェ ロ チシ ス ム ､ 政治 の額域を両義的 に橋渡しす る｣ と書く し ､ ト L ナン シ ー は
､
バ タイ ユ

の 思想 は供犠に 多大なる興味を注 いで い た と い うよ りも
｢取り付か れて い た｣ と書く o 実

際 ､
ジ ョ ル
.
ジ ュ ･ バ タイ ユ (1 8 9 7 - 1 9 6 2) の活動 に おい て ､ 供犠という概念の存在 は大きく､

その 意味は深 い ｡ 本論文 は ､
こうした バタイ ユ に お ける供犠の概念 に着目 し､

バ タイ ユ の

●

思想 の中で この 概念が持つ 意味を追跡 して行くもの であ る o
,･
■

ただ L ､ 本論文の 特色 は供犠

の 持つ 意味内容の 解説に還元され るもの で は な
い
｡ すなわち ､ 本論文は ､ バ タイ ユ 思想に

ぉ ける供犠の 重要性を確認す るだけで はなく ､ こ の概念 と
バ タイ ユ の エ クリチ ュ

ー ル / チ

クス トと の 関係に新たな照明を当て る こ とを目指して
い る o つ まり､ バ タイ ユ にお い て ､

供犠は思考されて い た だけで は なく ､
エ クリチ ュ

ー ル / テクス トにお い て 実践ざれて い る

と主菜する こと がで きる g) で ある o

しか も､
こう した視点が重要と思われる の は ､ 供犠の 実践 とし

て の エ ク リチ ュ ー ル / チ

クス トと い う観点が ､ バ タイ ユ 固有の 問題で ある
こ とを越 えて ､ 文学と いう我々 の 実践を

背後 か ら支えて い る要請と は何 で あるか を再検討す
る

､

-

つ の 視座を提供 するもの と
■思わ

れる か らで ある ｡ つ まり､
バ タイ ユ の 供犠と いう概念 ､

その 実践を軸と して ､ 文学 とい う

活動 の意味を問うこ と､ これが本論が芳情 しようとする最終
的な地点で あるp o



第
一

部で は ､

バ タイ ユ の供犠の概念 の文化的背景を整理するた めに ､ 旧約と新約の 世界

に現れ る供犠､
そして

､
フラ ンス社会学で扱われた供犠の概念を考察して い る ｡ ユ ダヤ教､

キリ ス ト教の 歴 鄭与現れる供犠は様々 なヴァ リ
エ ー シ ョ ン の もと に現れ る o一例えば 『 かト

リ ッ ク神学事典』 は旧約 の供犠を
｢ 播祭｣ ､

｢
素祭｣ ､

｢ 罪祭｣ ､
｢ 和解の 捧げ吻｣ の 四 つ に分

類 L て 見せ る が､ しか し同時に､ その 区別 が悪意性を免れない ことも認めて い る｡ ただ し､

そ こ で 興味深い の は ､ 新約の 供犠で あ る
｢聖体拝領｣･ が ､ 最後の 晩餐と v ) う

｢ 和解 の 捧げ

もの ｣ とい う旧約喝な供犠を起源に持ち ､ 現 実に血 が流さ れるの か ､ 流 されない の か とい

う差異は あれ ､ 結局 の と ころこ 犠牲を媒介 と した
一

体化 ( コ ミ ュ ニ オ ン) とい う論理 によ

っ て支えら れて い る とい う点 で あ_
る ｡ つ まり ､ 旧約 と新約の供俄に共通す る特徴 と は ､ 何

よりも ､ 犠牲 を媒介 と した コ ミ ュ ニ オ ン (
一

体化) で あり､ 神 と人間と の 関係 ､ 信者 同士

の 間 の関係を成立 させ るとい う模能 に求め る こ とが で きる ので ある｡

他 方 ､ フラ ン ス 社会学 にお い て ､ 供犠は宗教的文脈か ら切り離され､ 社会 との 関係 にお

い て考察される こ と になる ( た だし ､ 彼らの 宗教や供犠に 対する特権的 な注視は ､ 彼 らの

考察す る社会の イ メ
ー ジが何よりも宗教的な感情に よ っ て 支えられた社会 で あっ た こ とを

示すもの で ある) ｡ モ
ー

ス や ユ ベ ー ル は
､ 供犠の 起源を巡る論争 にお い て ､

｢ 和解の 捧げ物｣

に 見 られ る コ ミ ュ ニ オ ン と いう要素よりも神
- の 奉献 と い っ た要素の方 が本質的な重要性

を持 つ こ とを主張 し たが ､
興味深v ゝ の は ､ デ ュ ル ケム は そ こ に加 えた 帰結で ある ｡ すなわ

ち ､ デ ュ ル ケム は供犠の 能動的性格を強調 し て お り､ 神々 ( フ ラ ン ス 社会学 にお
い て

､
そ

れ は社会や共同体 の象徴で ある) が い るか ら供犠が必要なだ けで なく､ 供犠に よ っ て 神々

が維持され る､ も っ と言えば､ 供犠から神々 が創出され るという観点を提起 するの で ある｡

お そ らく ､ こ こ に は ､ 宗教 を創始する ､
もしく は､ 共 同体を創始するた め に供犠の 必要性

を主張 した バ タイ ユ の 論理 の原型を見る こ とが で きる はずで ある ｡

い ずれ に し て も ､
こ れらの 参照か ら結論され る の は ､ 7 - ダヤ教 ､ キリ ス ト教 の文脈 に せ

よ ､ フラ ン ス 社会学 の 文脈にせ よ､ 供犠が何より人間を結ぶ た めの 起点 ( コ ミ ュ ニ オ ン ､

共同体 ､
社会) と して 位置づ けられて い る と い う点で ある ｡ 従 っ て ､

バ タイ ユ が供犠を語

る際､ 常に交涜 ( コ ミ ュ ニ カシ オ ン) が問題 にさ れ る こ との 意味は こうした背景とともに

理解される必要がある ｡

第 二 部で は
,
､
こうした背景を踏まえつ つ ､

バ タイ ユ にお い て供犠の概念 が 生成され る過

程 を追 跡 し て い る ｡ 例え ば､ 活動 の 初期 (1 9 2 0 - 3 0 年代前半) に おい て ､ 供犠 は バ タイ ユ

を羊と っ て
一

つ の 謎 と して 現れ る o それ は合理 的な説明の彼岸に位置しなが らも ､ 抵抗 し得

ない 魅力 に よ っ て バ タイ ユ を引 き つ ける現象 で あり､
こ の謎 に対 する答 えの試 み と して ､
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生と死の 同
一

平面化 (
｢ 失われ たア メリ カ｣) ､ 主体の 自己破壊 (

｢ 切除に よ る供犠と ヴイ
_
ン

セ ン ト ヴ ァ ン ･ ゴ ッ /i Tl
.
の切 られた耳 ｣) ､ さ らに

｢喪失｣ の 原理 (
｢
消費の 概念｣) と い っ

た思索が展開さ れて い る ｡ 特筆すべ き は ､
喪失の原理 にお い て ､ 供犠は破蔑 ( - 喪失) を

手段 とす る異質な鹿値 ( ｢ 聖なる もの ｣) の 生産で ある とい う説明が見られ る点で ある が ､

しか しなが ら､
こ の時点で は､ 供犠は

｢
概念｣ と して統

一

的な像を結ぶ に は至 っ て お らず､

敢えて 言 えば､
エ ネル ギ ー の無方向的な発露という側面が 掛 ) 8

それ に対 して ､ 中期 (アセ フ ァ ル ､ 社会学研究会 1 9 3 5
- 9 年頃) 以降､ バ タイ ユ の 供犠は

より明確な輪郭を持 っ た そ れ へ と収赦して いくことになる ｡ それ は
｢共 同体｣ の起 点と し

て の 供犠 で あり､

バ タイ ユ は ､ 当時の 人類学や社会学の成果に触発され る形で ､ 供犠を宗

教や社会 と い っ た共同体を生成す る
一

つ の 可能性と して考察して い る o 具体的なそ の
一 例

と して ､
バ タイ ユ は ､ 共同体に お い て ､ 成員相互 の 究極的 な連帯が可 掛 こなる の は死 の仲

立ち に よ っ て で あり､ こ の 死を召喚し ､
そ の 認識を行う場 こそ が供犠で ある と いう理論化

を試 み て い る o

し か
~
し

､
バ タイ ユ の供犠 が ､ 最大の 理論的深化を遂 げる こ とになる の は ､

『内約体験』

や 『有罪者 ｡ の執筆の 時期で ある o 第二次世界大戦 に勃発と とも に始め られた こ の 思索の

中で ､ 供犠が人間と人間の間に関係を成立させ る とい う基本的な構図
に変更はない もの の ､

そ こ で見出さ れ る人間同士の 関係は ､

｢ 共 同体｣ とい う実体的なもの で は なく ､
｢交流 ( コ

ミ ュ ニ カ シ オ ン) ｣ と い う運動 と して捉 えられ る こ と に なる ｡ しか も ､ 変化 は それ だけで

はな い ｡ バ タイ ユ の 供犠は ､
その対象を共 同体か ら交流 へ と変化させ な が ら､

さらに ､
そ

の 実践 の 場所を現実空固か ら表象空間 へ と移動 させ る の で ある｡ その
一

つ の形 が ､ 内的体

験と い う内面 で行 われ る供犠で あり､
『内的体験』 と い うテ クス ト は こ の 供犠の 内容 と方

法を伝達するため の試み で あると言 っ て 良い ｡

と こ ろで ､ 内的体験 と は､ 精神集中した 意識の 中で供儀の場面を再構成 し､ あた
か も眼

前 で供犠が行われ て い るか の ように して ､ そ の供犠 に参加 する体験で あ る と言 え る が ､
興

味深 い の は ､
こ の 内的体験を伝える

『内的体験』 と い うテクス トが ､
そ れ自体 とし て ､

一

っ の 供犠の 舞台 として の 構造を備えて い る と
いう点で あ る D つ まり､

こ こ で バ タイ ユ の 供

犠は ､ 交流 へ と結ばれただけで なく ､ 内的体験と
エ クリ チ ュ ー

ル / テクス トと い う新た な

形式 を獲得する こ と にな っ た の である ｡

そ して ､ 第三部に お い て は ､

『内的体験』 に依拠し つ つ ､
エ クリチ ュ ー ル / テ クス ト に

ょる供犠の 可能性が検証して 行く ｡ その 際 ､
エ クリ チ ュ

ー ル とテクス トと の 問に 区別 が設

けら れて ､ とりわ け供犠として の テクス ト とい う観点が そ
の最大の 可能性 と して 提示さ れ

る こ と に なるo もち ろん ､
主体の供犠と して 行 われ る内的体験や エ クリ チ ュ

ー ル の 重要性



を無視する こ とは で きない が ､ 内的体験や エ クリ チ ュ
ー ル は対自的行為 と して 自己完結し

て しまう危険性をは らん で い る の も事実であ る ｡ も し供犠が他者た ちと の 交流を目指 すも

の で ある とすれば､
や はり､ そ の 実践 の 場所 は ､ 読者たち の存在 に よ っ て 成立す るテ クス

トと いう場所こ そ が最適で あると思 われ るか らである ｡

で は ､ テ クス トに串っ て供犠が実践 され て い る と はい か なる意味にお
い て で あ るか o そ

れは ､ 単に ､ 書く主体の エ ネ ルギ
ー の 消失が行われ て い る とい っ た比噛的な､ 抽象的な意

味に 留まる もの で はない o む しろ ､
そ こ には確固た る供犠の 舞台装置を見出す こ とが で き

る の で あり､
テ クス トは供犠が ス ペ クタ クル と して文字通り実践さ れ る場 と して 位置づ け

る こ とがで き る ｡ 例 えば､ 供犠とテ クス トの 間に は次の 様な構造上の 類似を打ち立 て る こ

とが で きる ｡ す なわち
｢ 犠牲者､ 供犠執行人 ､ 参加者｣ の 三項は ､ そ の まま ｢ 登場 人物､

話者 ､
読者｣ の 三 項に 対応ざせ る こ と が で き る の で ある ( ちなみ に ､

『内的体験』 の場合

にお し､ て は ､
一 人称 の ( 臥) が犠牲者の役割 を果たすた め ､

｢犠牲者､ 供犠執行人 ､ 参加

考｣ の 三項は
｢話者､ 話者､ 読% J

p
の 三頑として 分析される こ とに なる) ｡

しか も､ 供篤と文学テクス トの親近性は構造的類似に還元され るもの で はな
い
｡･ 例 えば､

『文学 と悪』 に お い て ､ 両者の 親近性は < 悪 M al > と
い う観点か ら説明 されて も) る ｡ すな

ゎち
､
供犠が 死を通 して 聖性 の 開示 を行 っ た の と国様に して ､ 文学 は < 悪 > を 達 して 至高

性の 開示を行うの で あり､ 供犠 が聖性を仲立 ちに よ っ て ､ 参加者たち の 交涜を用意 した の

と同様に して､ 文学 は至高性の 仲立ち に よ っ て ､ 意 味や有用性に回収 さ れ る こ と の ない 他

者た ち との 関係 ､
｢ 強 い ｣ 交涜を樹立す る の で ある ｡ こ こ で両者の 間に確認さ れ る の は ､

構造上 の類似だ けで はなく ､

一

つ の 内容的な類似で ある｡ すなわち ､ そ れは聖性や 至高性

と名指され る ､
い か なる意味や有用 性に よ っ て も侵される こ との ない 人間の最終的 な属性

を確保 して 行 こう とする意志 ､ そ して ､
こ の 属性 の 共有に基づい た人間相互の 関係､ 交流

へ の 意志で ある ｡

バ タイ ユ の 思想 とそ の テクス ト実践 に貫か れて い る の は ､
こう した供犠と交流 へ の 意志

で あ る ｡ そして ､

バ タイ ユ はそ の 思想 的可能性の 最後の 受託者と して 文学 を名指すの で あ

る ｡ バ タイ ユ が文学 に期待する の は ､ 超越的な媒介物 (者)
が何もない にも関わらず､ と

い うよりも､
そうした媒介はお そらく永遠 に不可能 で あるか もしれな

い と いう実存の 条件

の衰諭を通 じて ､
人間相互の 問の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ンを成立させ る こ とで ある o もちろん ､

こう した文学的 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に ､ 政治 ､ 経済 ､

法律 ､ 宗教 が持ち得るような､ 積橡

的な拘束力や そ の 制度的存在 を期待す る こ とは で き な
い だ ろうo お そ らく ､

そ の 点 に お u

て
､ 文学は

一 つ の 呼びか け以上の 存在様式を持た ない の で ある ｡ ただ し ､
それ は ､ 永遠 に

続けられる呼びか け､ 他者たち に届く こ とを期待して行われ る供犠で あ
i) ､ もし

｢聖 なる｣
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次 元と は先験的に 存在する もの で はなく ､
供犠を起点 と して 初めて創造 さ れる と考えた デ

ュ ル ケム や モ
ー ス の 観点が正 し い と したならば､ あらゆる意味や有用性 の彼岸に ､ 人 間と

ヽ
ヽ ヽ ヽ

人間が 出会うため の 場所 ､ 言葉の強 い 意味にお ける人間的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 空 間を

創出､

`
確保 して 行 くため には ､ 文学テ クス ト とい う供犠を継続して 行く こ と こ そが必要 で

ある ｡
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